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文責 伊藤美佳 

豊坂小学区の温かさを実感した 

学区大運動会 

 ２０日（土）に、豊坂小学区大運動会を開催しました。晴天の中、多くのご来賓、保

護者、学区の皆様にご来校いただき、子どもたちの「がむしゃら」な姿を見ていただけ

たこと、子どもたちと一緒に「新幸田音頭」を踊ってくださったことに感謝申し上げま

す。 

 前日は、かなりの雨が降り、運動会の準備が全くできませんでした。雨の中下校する

子どもたちに、「明日、運動会できる？」と聞かれ、「できるよ。」と答えはしたものの、

準備が間に合うか心配でした。運動会当日は、早朝より先生方がグラウンド整備、学区

スポーツリーダーの皆様がテント張りをしてくださったので、当初予定していた時刻か

ら運動会を開催することができました。本当にありがとうございました。 

 晴天の中、子どもたちは、徒競走、学年部演技で「がむしゃら」にがんばる姿や笑顔

いっぱいに演じる姿を見せてくれ、成長を感じました。全校種目の大玉送りでは、校内

運動会で負けた悔しさを練習にぶつけて本番に臨んだ白チームが２勝しましたが、本当

に接戦でした。チームリーダーが競技スタート前に気合を入れた場面では、「６年生がリ

ーダーとして成長した姿を見せてくれた」と感じ、とてもうれしくなりました。４年ぶ

りに全校種目ができたことへの感動も大きかったです。コロナ禍以前にはあまり実感が

なかった「全校でできることの喜び」を感じた子もいたかもしれません。 

 最後に学区の皆さんとともに踊った「新幸田音頭」は、たくさんの方に参加していた

だき、子どもたちにとってもよい経験でした。突然のお願いを快く受けて踊りを教えて

くださった学区の方々、「一緒に踊ってください」という子どもたちの呼びかけに答えて

くだった皆様、本当にありがとうございました。ご参加いただいた皆さんが豊坂小学区

の「輪」と「和」を感じていただけた大運動会であったと願いたいです。 

 今年度の学区大運動会は、学区の多くの方々のお力をお貸しいただいて実施すること

ができました。コロナ禍以前でも、コロナ禍でもない新しい学区大運動会をどうやって

作っていくのか、学校と地域の方々が連携し、試行錯誤しながらの開催でした。今年度

がベースとなり、次年度からの学区大 

運動会をよりよくしていきたいと考え 

ています。よろしくお願いいたします。 

 運動会後のテントの片付け、車の誘 

導など、引き渡し訓練も学区スポーツ 

リーダーの皆様にお手伝いいただき、 

安全に終えることができました。 

重ねてお礼申し上げます。 

ありがとうございました。 

 


